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１．まえがき 

 近年，利用者参加型のソーシャルメディアサービスの普及

に伴い，多くの利用者が料理画像を撮影する機会が増えてい

る．たとえば，料理レシピ投稿サイト「クックパッド」

（https://cookpad.com/）や飲食店評価サイト「食べログ」

（http://tabelog.com/）には日々大量の料理画像が投稿されてい

る．これらのウェブサービスにおいて，料理レシピやコメン

トなどのテキスト情報がまず重要であるが，付与されている

料理画像の影響も無視できない．これは，利用者が大量の類

似したコンテンツから興味があるものを選別する際に，魅力

的な料理画像が付与されているものを優先する傾向があると

考えられるためである． 
 このような点に注目し，我々は料理画像の魅力度を定量化

し，与えられた料理画像の魅力度を推定する研究に取り組ん

できた文献(1)．そのためには真値となる魅力度と画像特徴の組

を用意し，料理画像の見えと魅力度の関係を学習する方法が

考えられる．そこで我々はまずデータセットを構築し，この

たび，「NU FOOD 360x10」データセットとして公開した．本

発表ではこのデータセットについて紹介する． 
 
２．データセットの構築 
 データセットを構築するために，回転台上の物体を様々な

回転角と俯角から系統的に撮影できるシステムを実装した．

これを用いて 36 の異なる視点（回転角 12×俯角 3）から，図

1 に示す 10 種類の料理（食品サンプル）を撮影した． 
次に，各料理について，視点毎の魅力度を測定した．具体的

には，異なる視点から撮影された画像の組み合わせを大勢の

被験者に提示し，より魅力度が高いものを選ばせた．異なる

視点から撮影された画像のすべての組み合わせについて複数

の被験者による判定結果を得た後に，Thurstone の対比較法文

献(2)に基づいて，［0，1］の値からなる魅力度を設定した．図

2 に魅力度付き料理画像の例を示す． 
 

３．おわりに 

本発表では，我々が構築した，視点に応じた魅力度が付与

された料理画像データセットを紹介した．本データセットに

関する詳細及びそれを利用した料理画像の魅力度推定手法に

ついては，文献(1)を参照されたい．本データセットは以下の

URL で配布しているので，活用していただきたい． 
http://www.murase.is.i.nagoya-u.ac.jp/nufood/ 
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Fig. 1: Ten food categories in the dataset. 

Fig. 2: Examples of attractiveness scores assigned to food images 
shot from different view-points. 
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